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今こそ人材育成、その仕組みの構築を！！ 

                             栃事研会長 岡﨑 信二 
 新年を迎え早一ヶ月がたちました。会員の皆様におかれましては、新春を健やかにお迎えのことと心

よりお慶び申し上げます。 
 昨年１１月２２日、宇都宮市文化会館において開催しました栃木県公立小中学校事務研究大会には多

くの会員の皆様にご参加いただき、誠にありがとうございました。また、準備運営及び分科会に当たら

れた各支部の皆様のご尽力に改めて感謝申し上げます。 
 大会では、サブテーマ「変化から行動へ！The Positive Future とちぎの学校事務」に基づき、「と

ちぎ学校事務ビジョン」と実行策「とちぎチャレンジプラン」と「栃木県公立小・中学校共同実施推進

のモデル」について理解を深めると共に、学校経営ビジョン実現に向けた事務職員の経営参画について

検討を行いました。 
「経営参画」とは、教育活動を理解し、学校経営ビジョンを実現するために様々な資源を開発し、活

用、配分していく場に参画していくことです。それには、「研修の体系化」による資質能力向上と共同

実施の推進がポイントになり、目的を確実に実現するための人材育成が急務です。 
栃事研では、人材育成のあり方、その仕組み構築のための活動に取り組んでいます。各支部、各市町

事務研との相互連携、相互補完の関係性の構築が不可欠です。今がそのとき、意識から認識へ、行動へ、

会員の皆様、一層の参画をお願いいたします。 
 

第 45 回全国公立小中学校事務研究大会 石川大会 
第１分科会（栃木支部） 

イノベーション！質の高い教育の実現を目指して 

─学校経営ビジョン実現に迫るとちぎの基本戦略─ 

 会場 石川県立音楽堂 邦楽ホール 

研修は、習得した知識や技能、力量が学校現場で発揮され、学校改善に結び付くことで初めて「成果」

となり、とちぎの学校事務が目指す「学校経営ビジョン実現」に迫ることができます。その仕掛けが「研

修の体系化」であるととらえ、「経験年数に応じた資質・能力と必要な研修」「組織の役割と相互連携」

「リーダーの育成」「研修成果の検証と学校で実践に結び付くための体制づくり」の４つの視点から提

案を行いました。 
 午後のシンポジウムでは、「これからの学校と地域連携」「新しい事務機能と事務職員の役割について」

を討議の柱に、議論を展開しました。 
私たち栃事研スタッフ一同は、この分科会を通して「研修の体系化」を発表のための研究に終わらせ

ることなく、確実に「実践・実行」していこうと強く決意いたしました。事務職員の未来、私たちの未

来を、自ら切り開いていきましょう。            （分科会提案責任者  猿橋 清美） 



 

 

 

 

 

 

全体研究会Ⅰ 

 ワークショップ 

 「動き出したとちぎ、始めようとちぎ」 

 

全体研究会Ⅰでは「動き出したとちぎ、始めようとちぎ」

をテーマに、ワークショップを行いました。まず始めに 8

月の全国大会石川大会第一分科会において提案した、「研

修の体系化」による事務職員の力量形成・人材育成につい

て成果と課題、今後の展望等が報告されました。 

その後、「とちぎ学校事務ビジョン」の実行策である「とちぎチャレンジプラン」の説明や、県教委

教職員課管理主事 篠﨑佳昭先生から平成 24 年 11 月に各市町教委に通知された「共同実施推進のモデ

ル」についての説明をいただきました。また、事務研へのアドバイスや学校事務職員への期待を示唆い

ただきました。最後に研究部長から学校経営参画の必要性や重要性について理解を深め、参画の幅と質

の高さの追求について提言されました。 

 

全体研究会Ⅱ 

   講話「事務職員の学校経営参画 

～日常からのアプローチ」 

 

全体研究会Ⅱでは埼玉県公立小中学校事務職員研究協

議会会長 倉林昌子氏を講師に迎え、「事務職員の学校経営

参画」につい

て埼玉県の学

校教育と学校

事務や事務職員制度について説明があり、埼玉県における

今後の課題等を含め、近県の状況を直に知ることができま

した。 

後半は、三芳町における倉林氏の取組についてお話があ

りました。教育課程と直結した理科の実習教材の公費化の

取組や、校長のグランドデザインの実現のための事務部経

営案作成等、パワーポイントを使用してわかりやすく説明

いただきました。「日々の堅実な職務の遂行、仕事の取組、その積み重ねこそが学校経営参画であり、

事務職員の役割であると思います。」と最後におっしゃられた言葉が印象に残りました。 

 

平成 25 年度 学校事務研究大会  
「創造しよう！子どもの豊かな育ちを支援する学校事務を」 

～変化から行動へ！The Positive Future とちぎの学校事務～ 

平成 25 年 11 月 22 日 宇都宮市文化会館 小ホール 



 

支部発表 

  下都賀支部 

「未来のわたし これからの自分像」 

─キャリア形成と職の深化─ 

  

 

支部発表では下都賀支部より「未来のわたし これからの自分

像」―キャリア形成と職の深化―をテーマに、学校事務の現状把握・目指すべきトータルプロデューサ

ーのアウトライン及び、段階別キャリア形成とマネジメントの考察について発表が行われました。具体

的取組として、小山市立間々田中学校事務長 谷藤朝雄氏より、

学校事務経営計画の作成が経営参画を実現のために重要である

ということ、下野市立石橋中学校事務長 吉田崇氏より、学校経

営に関わっている実例と

して、授業づくりへの支援

について、それぞれ実践報

告がありました。 

後半は、座談会形式で

『新任期』『中堅期』『ベテ

ラン期』『リーダー期』それぞれの立場からの「キャリア形成」「ビ

ジョン」についての話合いが行われ、各人の職務に対する熱い思

いを感じることができました。 
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支部発表を終えて 下都賀支部長 尾林寿夫 

学校事務研究大会での支部発表を終えて、少しほっとしています。 

支部の研究部長さんを中心にして、本当によく頑張っていただき、感謝しております。実践発表

では、すごい事務職員がいるなと思っていただいたと思いますし、座談会では、各キャリアで経験

の差はありますが、みんな向上心でいっぱいだなと思っていただけたと思います。 

「やっぱり、事務職員ってすごい！」と思っていただければ、幸いです。 



日光市立大沢小学校 

小保方 緑 事務長 

図らずも「とちぎ教育賞」を受賞し、いまだに

何の取り柄もない私がこのような賞をいただいて

よいのだろうかという気持ちでいっぱいです。ひと

えにこれまで支えてくださった皆様のおかげと感

謝しております。 

今後も、微力ながら私にできることを精一杯

頑張る所存ですので、ご指導のほどよろしくお

願いします。 

「とちぎ教育賞」受賞おめでとうございます 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

宇都宮市立一条中学校 

樋口 良広 事務長 

とちぎ教育賞を受賞することになり大変恐縮

しております。 

この受賞は、これまで以上に職務に邁進しな

さいと叱咤されたものと理解し、気持ちを新たに

しております。これまでにご指導いただいた学校

の皆様、事務職員の仲間の皆様に感謝いたし

ますとともに、少しでも恩返しができるよう今後と

も努力していきたいと思います。 

市貝町立市貝中学校 

加藤 由紀夫 事務長 

去る 10 月 9 日県公館において「とちぎ教育

賞」受けてまいりました。 

このたびの受賞につきましては、多くの先輩、

会員の皆様のおかげと心より感謝申し上げま

す。 

今後は、この賞に恥じないよう努力してまいり

たいと思っていますので、変わらぬご指導を賜り

ますようお願い申し上げます。 

小山市立若木小学校 

大久保 恵美子 事務長 

 私がとちぎ教育賞を受賞いたしましたことは、

望外の幸福であり、皆様への感謝の気持ちで

いっぱいであります。今年度は６名の仲間が受

賞となりましたが、学校事務職員が学校のため

に活躍していることへの教育委員会からの評価

であるとともに、大きな期待であると感じました。

今後も精一杯努めてまいります。 

野木町立友沼小学校 

上田 純 主事 

この度は「とちぎ教育賞」という身に余る賞を

いただき、大変驚いております。大した実績のな

い私の受賞は「これからへの期待」と受け止め、

今まで以上に精進しなければと身の引き締まる

思いです。また、温かいご指導ご支援をいただ

いた諸先輩方、特に野木町の皆様には感謝の

気持ちを伝えたい思いです。 

佐野市立佐野小学校 

岸  敦 事務長 

 思いがけず、「とちぎ教育賞」をいただき、緊

張とともに身の引き締まる思いに。 

 この受賞はひとえに、お力添えをいただいた職

場や事務職員の方々のおかげだと思っていま

す。 

 今後とも、この賞をいただいた事に恥じないよ

うに仕事をがんばっていければと考えています。 



栃事研セミナー 

１目的   学校経営参画の必要性、マネジメント力の

重要性を理解する。 

学校経営ビジョン実現のための経営戦略に

ついて講義・演習を通して学ぶ。 

２内容  「企画・提案型事務職員を目指して 実践

力を身につけよう」 

３講師  足利市立山辺中学校 岡﨑 信二 事務長 

４日時   平成 25 年 8 月 19 日（月）10:00～16:30 

５会場   宇都宮市富屋地区市民センター 

ステージⅣ研修『戦略マネジメント』 

１目的  学校経営ビジョンを理解し、策定・実行に参 

画できる事務職員の育成を目指し、戦略的 

発想やそのためのマネジメント力を養う。 

２内容 戦略マネジメント  

３講師  新潟市教育委員会教職員課  

管理主事 金井 洋子 氏 

４日時 平成 25 年 12 月 6 日（金）1000～16:30 

５会場 宇都宮市総合コミュニティセンター 

６受講対象者   採用 20～24 年目の事務職員 

栃事研主催事業 栃事研 HP に写真付きで詳しく載っています 

【体系化に基づき、平成２５年度は、２ステージの研修を開催しました。】 

ステージⅠ研修には、１～３年目の事務職員２９名が参

加しました。 
「なりたい自分（事務職員）」への目標を段階的に設定し、

その過程で計画、実行、分析を繰り返し行うことがマネジメン

トの始まりであり、少し努力しないと達成できない目標を立て

ることによって、自分をさらに高めていくことができる。目標を立

て、達成するためには何が必要か、自ら考え進んで仕事をし

ていくためにはどうすればよいかが、自己マネジメントの考え方

である。１月初旬には目標達成に向けて、どんな実践をした

か、どう取り組んだかを事後レポートとして提出していただきま

した。とても意欲的に取り組んでいました。 

 

 

 

講師の金井様から「戦略的発想と期待される事務職

員の役割」等について、ご講義をいただきました。 

また、「事務部経営計画」「事業別予算」「夢の企画書

づくり」に挑み、学校経営ビジョン実現や特色ある学校づく

りへの参画」を具現化しました。 

  参加者からは、「学校経営に参画することの必要性を

理解した。今後は、自ら行動を起こしていきたい」などの意

見をいただきました。 

 

 

【ステージ別研修をサポート！！「栃事研セミナー」を開催しました。】 

これからの事務職員に必要な能力として｢企画力｣「提案

力」が挙げられます。 

本研修では、「私の、わくわく企画！子どもが生き生き活

動できる環境づくりへ向けて」をテーマに「企画書づくり」を行

いました。ポイントは、「資源をどう活用するか」です。講義や

グループワークをとおして、事務職員（個）や事務部での取組

から、学校づくりの視点で学校全体を見回した企画書に仕

上がりました。 

この研修を受け、「自分たちも先生方と一緒に、学校をつ

くっていくことがとても、重要であり、そういう事務職員をあらた

めて目指したい」という感想が寄せられました。 

 

 

以上、３つの研修では、Action シート①事前レポート②振り返り③事後レポートを実施しました。栃事研では、このデータ

を集約、分析して、各組織に提供し、事務職員の成長を支援していく体制を整えて行きます。 

 

交流事業球技大会 
平成２５年８月２２日(木)、第２回栃事研交流事業球技（ソストバレーボー

ル）大会が下野市立祇園小学校体育館で開催されました。参加者は、７地区

から応援も含め４７名でした。チーム分けやリーダーの選出はくじ引きで行われ、

普段は接点の少ない他地区の方々と試合を通して交流を図ることができました。

試合は１５分間のラリーポイント制で、各試合の勝敗で順位付けが行われました。

好プレー・珍プレーもあり、楽しいひとときとなりました。 

ステージⅠ研修『自己マネジメント』 

１目的 学校職員として自己を確立するための自己マ

ネジメント力を養う。 

２内容 ・栃事研活動について 

 ・自己マネジメント（講義・演習） 

３日時 平成 25 年 7 月 2 日（火）13:00～16:30 

４会場  栃木県学校生活協同組合会館 

５受講対象者  平成２５年度新規採用事務職員 



新加入会員

の紹介 
 

 

 

 

 

 

充実した一年でした。子どものいる職場の

楽しさ、喜びをかみしめつつ来年も頑張り

ます。 

宇都宮市立東小学校 

君島 真奈（きみじま まな） 

 

先輩方、同期の皆さん、本当にありがとう

ございました。毎日楽しく仕事に行けまし

た。 

宇都宮市立簗瀬小学校 

安納 知見（あんのう ともみ） 

 

とにかく感謝の気持ちでいっぱいです。いつ

までも謙虚な姿勢を忘れず、一日一日を

大切に過ごしていこうと思います。 

宇都宮市立泉が丘小学校 

安井 あかり(やすい あかり) 

 

今年一年、周りの事務長さんをはじめ、た

くさんの方々に支えられて、とても感謝して

います。 

宇都宮市立海道小学校 

越智 宏（おち ひろし） 

 

明確なビジョンを持つこと、周囲への感謝

を忘れないことが、仕事で最も重要なこと

だと学べました。 

宇都宮市立田原西小学校 

田宮 太郎（たみや たろう） 

 

今年一年たくさんの事務職員の方にお世

話になりました。これからは正確に仕事を

こなせるよう努力していきたいです。 

宇都宮市立陽南中学校 

佐久間 由美（さくま ゆみ） 

 

まず思うことは何も知らないんだなと思いま

した。書類の整理の仕方や仕事内容まで、

時間の使い方が大切だということが分かり

ました。あと楽しく仕事ができたと思ってい

ます。 

鹿沼市立池ノ森小学校 

宇賀神 翔太（うがじん しょうた） 

 

沢山のことを学んだ一年間でした。支えて

下さった方々へ感謝の気持ちを忘れず、

頑張っていきたいです。 

鹿沼市立上南摩小学校 

渡邉 香成 （わたなべ かなり） 

先輩方に助けられながら、日々多くのこと

を学んでいます。今後も一生懸命がんば

っていきます。 

鹿沼市立清州第二小学校 

橋本 瑶子（はしもと ようこ） 

 

勉強の毎日でした。支えてくださった方々

に本当に感謝しています。これからもよろし

くお願いします。 

日光市立轟小学校 

齋藤 綾奈（さいとう あやな） 

 

０からのスタートで？ばかりの一年でしたが、

周りの方々に支えていただき、実のある

日々を送ることができました。 

日光市立栗山小学校 

大貫 一枝（おおぬき いちえ） 

 

与えられた仕事をこなすだけで、一年が過

ぎてしまった。来年度は周りをサポートでき

るよう努めていきたい。 

日光市立栗山中学校 

吉橋 志貴（よしはし ゆきたか） 

 

多くの方に支えられて楽しく一年を過ごす

ことができました。常に笑顔を心がけて来

年も頑張りたいと思います。 

真岡市立真岡西小学校 

小平 麻衣（こだいら まい） 

 

今年新採で入り仕事を覚えようと必死だ

ったので、あっという間に過ぎてしまった一

年間でした。 

壬生町立藤井小学校 

毛塚 裕也（けづか ゆうや） 

 

新採事務職員として勤め始め、まだまだ

分からないことが多いですが、ひとつずつ頑

張ろうと思います。 

小山市立大谷南小学校 

五十嵐 衿子(いがらし えりこ) 

 

学校や事務職員の多くの先輩方に支えら

れて、なんとか社会人としてやってこられた

1 年だと思います。 

小山市立城南中学校 

佐藤 貴紀（さとう たかのり） 

 

皆様の支えのおかげで成長できたと感じて

おります。先輩方の姿に圧倒されるばかり

の一年でした。 

栃木市立第四小学校 

七田 菜月(しちだ なつき) 

 

 

 

 

 

 

想像していたよりも仕事の幅があり、いろ

いろな事を経験できて、気づけばあっという

間に過ぎ去りました。 

栃木市立大宮南小学校 

石井 宏治（いしい こうじ） 

 

分からないことだらけでしたが、周りの学校

の事務長さん方に支えられ、一年を乗り

切れたと思います。 

栃木市立皆川城東小学校 

樋山 知美（ひやま ともみ） 

 

先輩方のあたたかいご指導と励ましなしに

は乗り越えられない一年でした。今後も精

進していきたいと思います。 

下野市立吉田東小学校 

松嶋 淑恵（まつしま としえ） 

 

日々、多くの人達に支えられながら、数え

切れないほど様々な経験ができた、充実

した一年でした。 

高根沢町立上高根沢小学校 

村上 千鶴（むらかみ ちづ） 

 

時間に追われる日々でしたが、まわりの

方々の支えでここまで無事に過ごすことが

でき感謝しています。 

那珂川町立馬頭西小学校 

笠井 俊宏（かさい としひろ） 

 

あっという間に過ぎた一年でした。支えてい

ただいた方への感謝の気持ちでいっぱいで

す。これからもよろしくお願いします。 

矢板市立矢板中学校 

相馬 はづき（そうま はづき） 

 

初めての事だらけの一年間でした。 

きちんと仕事を覚え、周囲への感謝と笑

顔を忘れずにこれからも頑張ります。 

さくら市立氏家中学校 

岡部 江里（おかべ えり） 

 

日々の業務や児童生徒とのふれあいから、

多くを学ぶことができました。今後も常に学

ぶ姿勢でがんばります。 

佐野市立南中学校 

中澤 雄基（なかざわ ゆうき） 
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